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(57)【要約】
【課題】少ない演算量で、発光面の、意図せぬ色変化、
色ムラの発生、等の発生を抑制して、発光装置の発光状
態を変更することができる技術を提供する。
【解決手段】本発明の発光装置は、発光面の複数の発光
領域にそれぞれ対応し、且つ、発光色が互いに異なる複
数の発光素子を各々が備える複数の光源部と、前記複数
の発光素子の間で共通の発光レベルに対応する第１の発
光状態として、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複
数の第１の発光状態を、所定の方法で決定する第１決定
手段と、前記複数の発光素子にそれぞれ対応する複数の
発光レベルの組み合わせに対応する第２の発光状態とし
て、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の
発光状態を、前記複数の第１の発光状態に基づいて決定
する第２決定手段と、前記複数の第２の発光状態に応じ
て、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御する
制御手段と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光面の複数の発光領域にそれぞれ対応し、且つ、発光色が互いに異なる複数の発光素
子を各々が備える複数の光源部と、
　前記複数の発光素子の間で共通の発光レベルに対応する第１の発光状態として、前記複
数の光源部にそれぞれ対応する複数の第１の発光状態を、所定の方法で決定する第１決定
手段と、
　前記複数の発光素子にそれぞれ対応する複数の発光レベルの組み合わせに対応する第２
の発光状態として、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の発光状態を、前記
複数の第１の発光状態に基づいて決定する第２決定手段と、
　前記複数の第２の発光状態に応じて、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御す
る制御手段と、
を備え、
　前記第２決定手段は、前記第１の発光状態が点灯状態の光源部である点灯光源部に対応
する発光領域の色が、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態が所定の点灯状態に制御さ
れる場合の色と略等しくなるように、前記点灯光源部を含む２つ以上の光源部のそれぞれ
の前記複数の発光素子の少なくともいずれかの発光レベルを、前記第１の発光状態に対応
する発光レベルから変更することにより、前記複数の第２の発光状態を決定する
ことを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　前記第２決定手段は、前記点灯光源部に対応する発光領域の色分布が、前記複数の光源
部のそれぞれの発光状態が前記所定の点灯状態に制御される場合の色分布と略等しくなる
ように、前記２つ以上の光源部のそれぞれの前記複数の発光素子の少なくともいずれかの
発光レベルを変更する
ことを特徴とする請求項１に記載の発光装置。
【請求項３】
　前記第２決定手段は、前記点灯光源部に対応する前記発光領域における、前記点灯光源
部の発光中心に対応する位置の色が、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態が前記所定
の点灯状態に制御される場合の色と略等しくなるように、前記２つ以上の光源部のそれぞ
れの前記複数の発光素子の少なくともいずれかの発光レベルを変更する
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の発光装置。
【請求項４】
　前記第２決定手段は、前記点灯光源部に対応する前記発光領域における、前記点灯光源
部から発せられる光の強度が最大の位置の色が、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態
が前記所定の点灯状態に制御される場合の色と略等しくなるように、前記２つ以上の光源
部のそれぞれの前記複数の発光素子の少なくともいずれかの発光レベルを変更する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記所定の点灯状態は、前記複数の発光素子の間で共通の発光レベルに対応し、且つ、
前記複数の光源部の間で共通の発光レベルに対応する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記所定の点灯状態は、最大の発光レベルに対応する
ことを特徴とする請求項５に記載の発光装置。
【請求項７】
　発光面の複数の発光領域にそれぞれ対応し、且つ、発光色が互いに異なる複数の発光素
子を各々が備える複数の光源部と、
　前記複数の発光素子の間で共通の発光レベルに対応する第１の発光状態として、前記複
数の光源部にそれぞれ対応する複数の第１の発光状態を、所定の方法で決定する第１決定
手段と、
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　前記複数の発光素子にそれぞれ対応する複数の発光レベルの組み合わせに対応する第２
の発光状態として、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の発光状態を、前記
複数の第１の発光状態に基づいて決定する第２決定手段と、
　前記複数の第２の発光状態に応じて、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御す
る制御手段と、
を備え、
　前記第２決定手段は、前記第１の発光状態が点灯状態の光源部である点灯光源部に対応
する発光領域において、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態が前記第１の発光状態に
制御される場合に生じる色ムラが低減されるように、前記点灯光源部を含む２つ以上の光
源部のそれぞれの前記複数の発光素子の少なくともいずれかの発光レベルを、前記第１の
発光状態に対応する発光レベルから変更することにより、前記複数の第２の発光状態を決
定する
ことを特徴とする発光装置。
【請求項８】
　前記第２決定手段は、前記２つ以上の光源部のそれぞれの前記複数の発光素子の少なく
ともいずれかの発光レベルを、所定の係数を用いて、前記第１の発光状態に対応する発光
レベルから変更する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項９】
　前記第２決定手段は、前記点灯光源部と、前記２つ以上の光源部のうちの残りの点灯光
源部とが、前記発光レベルの変化を補い合うように、前記２つ以上の光源部のそれぞれの
前記複数の発光素子の少なくともいずれかの発光レベルを、前記第１の発光状態に対応す
る発光レベルから変更する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１０】
　前記複数の発光素子において、発光色が所定色である発光素子から発せられる光の拡散
は、発光色が他の色である発光素子から発せられる光の拡散と異なり、
　前記第２決定手段は、前記２つ以上の光源部のそれぞれの、発光色が前記所定色である
発光素子の発光レベルを変更する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１１】
　発光色が前記所定色である発光素子から発せられる光の拡散は、発光色が前記他の色で
ある発光素子から発せられる光の拡散よりも小さく、
　前記第２決定手段は、
　　前記点灯光源部の、発光色が前記所定色である発光素子の発光レベルを、前記第１の
発光状態に対応する発光レベルから低減し、
　　前記２つ以上の光源部のうちの残りの点灯光源部の、発光色が前記所定色である発光
素子の発光レベルを、前記第１の発光状態に対応する発光レベルから高める
ことを特徴とする請求項１０に記載の発光装置。
【請求項１２】
　前記第２決定手段は、
　　発光色が前記所定色である発光素子について、前記複数の第１の発光状態にそれぞれ
対応する複数の発光レベルに所定のフィルタ処理を施すことにより、前記複数の第２の発
光状態にそれぞれ対応する複数の発光レベルを決定し、
　　発光色が前記他の色である発光素子について、前記複数の第１の発光状態にそれぞれ
対応する複数の発光レベルに前記所定のフィルタ処理を施さずに、前記複数の第２の発光
状態にそれぞれ対応する複数の発光レベルを決定する
ことを特徴とする請求項１０または請求項１１に記載の発光装置。
【請求項１３】
　前記２つ以上の光源部は、前記点灯光源部、及び、当該点灯光源部の隣の１つ以上の光
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源部である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項１２のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１４】
　前記光源部に対応する前記発光領域は、前記発光面における、当該光源部からの光が発
せられる領域である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項１３のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１５】
　前記光源部と、当該光源部の隣の光源部との間で、前記発光領域の一部が重なり合う
ことを特徴とする請求項１４に記載の発光装置。
【請求項１６】
　請求項１乃至請求項１５のいずれか１項に記載の発光装置と、
　前記発光装置から発せられた光を入力画像データに基づいて透過することにより画像を
表示する表示手段と、
を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１７】
　前記第１決定手段は、前記入力画像データに基づいて前記複数の第１の発光状態を決定
する
ことを特徴とする請求項１６に記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記複数の第２の発光状態に基づいて前記入力画像データを補正することにより、表示
画像データを生成する補正手段、をさらに備え、
　前記表示手段は、前記発光装置から発せられた光を前記表示画像データに応じて透過す
ることにより前記画像を表示する
ことを特徴とする請求項１６または請求項１７に記載の表示装置。
【請求項１９】
　発光面の複数の発光領域にそれぞれ対応し、且つ、発光色が互いに異なる複数の発光素
子を各々が備える複数の光源部、を備える発光装置の制御方法であって、
　前記複数の発光素子の間で共通の発光レベルに対応する第１の発光状態として、前記複
数の光源部にそれぞれ対応する複数の第１の発光状態を、所定の方法で決定するステップ
と、
　前記複数の発光素子にそれぞれ対応する複数の発光レベルの組み合わせに対応する第２
の発光状態として、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の発光状態を、前記
複数の第１の発光状態に基づいて決定するステップと、
　前記複数の第２の発光状態に応じて、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御す
るステップと、
を有し、
　前記第１の発光状態が点灯状態の光源部である点灯光源部に対応する発光領域の色が、
前記複数の光源部のそれぞれの発光状態が所定の点灯状態に制御される場合の色と略等し
くなるように、前記点灯光源部を含む２つ以上の光源部のそれぞれの前記複数の発光素子
の少なくともいずれかの発光レベルを、前記第１の発光状態に対応する発光レベルから変
更することにより、前記複数の第２の発光状態が決定される
ことを特徴とする発光装置の制御方法。
【請求項２０】
　発光面の複数の発光領域にそれぞれ対応し、且つ、発光色が互いに異なる複数の発光素
子を各々が備える複数の光源部、を備える発光装置の制御方法であって、
　前記複数の発光素子の間で共通の発光レベルに対応する第１の発光状態として、前記複
数の光源部にそれぞれ対応する複数の第１の発光状態を、所定の方法で決定するステップ
と、
　前記複数の発光素子にそれぞれ対応する複数の発光レベルの組み合わせに対応する第２
の発光状態として、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の発光状態を、前記
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複数の第１の発光状態に基づいて決定するステップと、
　前記複数の第２の発光状態に応じて、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御す
るステップと、
を有し、
　前記第１の発光状態が点灯状態の光源部である点灯光源部に対応する発光領域において
、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態が前記第１の発光状態に制御される場合に生じ
る色ムラが低減されるように、前記点灯光源部を含む２つ以上の光源部のそれぞれの前記
複数の発光素子の少なくともいずれかの発光レベルを、前記第１の発光状態に対応する発
光レベルから変更することにより、前記複数の第２の発光状態が決定される
ことを特徴とする発光装置の制御方法。
【請求項２１】
　請求項１９または請求項２０に記載の発光装置の制御方法の各ステップをコンピュータ
に実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光装置、表示装置、及び、発光装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置のバックライトユニットなどとして、個別に発光状態を制御可能な複数の
光源部を備える発光装置がある。複数の光源部は、発光装置の発光面における複数の領域
（部分発光領域）にそれぞれ対応し、表示装置の画面における複数の領域（部分画面領域
）にそれぞれ対応する。このような発光装置に関する技術として、複数の部分画面領域の
それぞれについて、部分画面領域に対応する部分の入力画像データの輝度に応じて、当該
部分画面領域に対応する光源部の発光状態（発光レベル；発光輝度）を制御する技術があ
る。このような制御は「ローカルディミング」と呼ばれる。ローカルディミングによれば
、表示装置の画面に表示された画像（表示画像）のコントラストを向上することができる
。
【０００３】
　上述した発光装置において、各光源部が、発光色が互いに異なる複数の発光素子を備え
ることがある。例えば、各光源部が、複数の発光素子として、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、
及び、青色ＬＥＤの３つのＬＥＤ（発光ダイオード）を備えることがある。この場合には
、ローカルディミングにより、発光面や表示画像に、意図せぬ色変化、意図せぬ色ムラ、
等が生じることがある。ローカルディミングでは、入力画像データの画像パターン（画面
内における画素値の分布）に依存して、発光装置の発光パターン（各光源部の発光状態）
が変化する。その結果、例えば、発光パターンの変化に依存して、白色に対応する画素（
入力画像データの画素値が白色の画素値である画素）の表示位置に対する発光面色（発光
面の色；発光装置から発せられる光の色）が変わる。それにより、白色に対応する画素の
表示色（画面の色）が変わる。具体的には、画面全体が白色に対応する場合と、画面の中
央部分が白色に対応し且つ他の部分が黒色に対応する場合との間において、白色に対応す
る部分に対する発光面色の差異が生じる。その結果、上記２つの場合の間において、白色
に対応する部分の表示色の差異が生じる。
【０００４】
　一般的に、光源部が備える複数の発光素子の間で、発光素子の光拡散特性は異なる。光
拡散特性は、発光素子からの拡散距離（発光面や画面と平行な方向における距離）と、当
該発光素子から発せられる光の強度（輝度）との対応関係を示す特性である。そのため、
拡散距離に依存して、色成分比率（複数の発光素子の間における、発光素子から発せられ
る光の強度の比率）が変化する。例えば、赤色ＬＥＤから発せられる赤色光の強度、緑色
ＬＥＤから発せられる緑色光の強度、及び、青色ＬＥＤから発せられる青色光の強度の比
率が、拡散距離に依存して変化する。
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【０００５】
　上述した現象（意図せぬ色変化、意図せぬ色ムラ、等）は、拡散距離に依存して色成分
比率が変化することにより生じる。例えば、画面全体が白色に対応する場合には、全ての
光源部が点灯するため、複数の光源部から発せられた光を合成した合成光によって、発光
面色や表示色が決まる。一方で、画面の中央部分が白色に対応し且つ他の部分が黒色に対
応する場合には、画面の中央部分に対応する光源部のみが点灯するため、画面の中央部分
に対応する光源部から発せられた光によって発光面色や表示色が決まる。そして、拡散距
離に依存して色成分比率は変化する。そのため、上述した２つの場合の間で、白色に対応
する部分に対する発光面色の差異が生じ、白色に対応する部分の表示色の差異が生じる。
【０００６】
　ローカルディミングによるコントラスト向上と、高精度な色再現とを両立させるために
は、上述した現象（意図せぬ色変化、意図せぬ色ムラ、等）の発生を抑制する必要がある
。上述した現象の発生を抑制する方法は、例えば、特許文献１，２に開示されている。
【０００７】
　特許文献１には、意図せぬ色変化、意図せぬ色ムラ、等の発生が抑制されるように、画
像データを補正する方法が記載されている。しかしながら、この方法では、各画素の補正
が必要であるため、演算量が大きい。そして、画像データの解像度の増加により、演算量
が増加する。特に、「４Ｋ」、「８Ｋ」、等と呼ばれるような高解像度の画像データを補
正する場合には、演算量が膨大となる。演算量が大きい処理を短時間で完了するためには
、大規模な演算回路が必要となる。また、演算量が大きい処理を小規模な演算回路で行う
ためには、長い処理時間が必要となる。
【０００８】
　また、特許文献２には、対象の部分発光領域について、意図せぬ色変化、意図せぬ色ム
ラ、等の発生が抑制されるように、対象の部分発光領域に対応する光源部の発光色を決定
する方法が記載されている。しかしながら、この方法では、周辺の部分発光領域において
、対象の部分発光領域に対応する光源部から発せられる光によって、意図せぬ色変化、意
図せぬ色ムラ、等が生じる。そして、全ての部分発光領域において、意図せぬ色変化、意
図せぬ色ムラ、等の発生を高精度に抑制するためには、収束計算が必要となり、演算量が
膨大となることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１６－１３３６４０号公報
【特許文献２】特開２０１４－７１４０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、少ない演算量で、発光面の、意図せぬ色変化、色ムラの発生、等の発生を抑
制して、発光装置の発光状態を変更することができる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の態様は、
　発光面の複数の発光領域にそれぞれ対応し、且つ、発光色が互いに異なる複数の発光素
子を各々が備える複数の光源部と、
　前記複数の発光素子の間で共通の発光レベルに対応する第１の発光状態として、前記複
数の光源部にそれぞれ対応する複数の第１の発光状態を、所定の方法で決定する第１決定
手段と、
　前記複数の発光素子にそれぞれ対応する複数の発光レベルの組み合わせに対応する第２
の発光状態として、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の発光状態を、前記
複数の第１の発光状態に基づいて決定する第２決定手段と、
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　前記複数の第２の発光状態に応じて、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御す
る制御手段と、
を備え、
　前記第２決定手段は、前記第１の発光状態が点灯状態の光源部である点灯光源部に対応
する発光領域の色が、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態が所定の点灯状態に制御さ
れる場合の色と略等しくなるように、前記点灯光源部を含む２つ以上の光源部のそれぞれ
の前記複数の発光素子の少なくともいずれかの発光レベルを、前記第１の発光状態に対応
する発光レベルから変更することにより、前記複数の第２の発光状態を決定する
ことを特徴とする発光装置である。
【００１２】
　本発明の第２の態様は、
　発光面の複数の発光領域にそれぞれ対応し、且つ、発光色が互いに異なる複数の発光素
子を各々が備える複数の光源部と、
　前記複数の発光素子の間で共通の発光レベルに対応する第１の発光状態として、前記複
数の光源部にそれぞれ対応する複数の第１の発光状態を、所定の方法で決定する第１決定
手段と、
　前記複数の発光素子にそれぞれ対応する複数の発光レベルの組み合わせに対応する第２
の発光状態として、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の発光状態を、前記
複数の第１の発光状態に基づいて決定する第２決定手段と、
　前記複数の第２の発光状態に応じて、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御す
る制御手段と、
を備え、
　前記第２決定手段は、前記第１の発光状態が点灯状態の光源部である点灯光源部に対応
する発光領域において、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態が前記第１の発光状態に
制御される場合に生じる色ムラが低減されるように、前記点灯光源部を含む２つ以上の光
源部のそれぞれの前記複数の発光素子の少なくともいずれかの発光レベルを、前記第１の
発光状態に対応する発光レベルから変更することにより、前記複数の第２の発光状態を決
定する
ことを特徴とする発光装置である。
【００１３】
　本発明の第３の態様は、
　上述した発光装置と、
　前記発光装置から発せられた光を入力画像データに基づいて透過することにより画像を
表示する表示手段と、
を備えることを特徴とする表示装置である。
【００１４】
　本発明の第４の態様は、
　発光面の複数の発光領域にそれぞれ対応し、且つ、発光色が互いに異なる複数の発光素
子を各々が備える複数の光源部、を備える発光装置の制御方法であって、
　前記複数の発光素子の間で共通の発光レベルに対応する第１の発光状態として、前記複
数の光源部にそれぞれ対応する複数の第１の発光状態を、所定の方法で決定するステップ
と、
　前記複数の発光素子にそれぞれ対応する複数の発光レベルの組み合わせに対応する第２
の発光状態として、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の発光状態を、前記
複数の第１の発光状態に基づいて決定するステップと、
　前記複数の第２の発光状態に応じて、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御す
るステップと、
を有し、
　前記第１の発光状態が点灯状態の光源部である点灯光源部に対応する発光領域の色が、
前記複数の光源部のそれぞれの発光状態が所定の点灯状態に制御される場合の色と略等し
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くなるように、前記点灯光源部を含む２つ以上の光源部のそれぞれの前記複数の発光素子
の少なくともいずれかの発光レベルを、前記第１の発光状態に対応する発光レベルから変
更することにより、前記複数の第２の発光状態が決定される
ことを特徴とする発光装置の制御方法である。
【００１５】
　本発明の第５の態様は、
　発光面の複数の発光領域にそれぞれ対応し、且つ、発光色が互いに異なる複数の発光素
子を各々が備える複数の光源部、を備える発光装置の制御方法であって、
　前記複数の発光素子の間で共通の発光レベルに対応する第１の発光状態として、前記複
数の光源部にそれぞれ対応する複数の第１の発光状態を、所定の方法で決定するステップ
と、
　前記複数の発光素子にそれぞれ対応する複数の発光レベルの組み合わせに対応する第２
の発光状態として、前記複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の発光状態を、前記
複数の第１の発光状態に基づいて決定するステップと、
　前記複数の第２の発光状態に応じて、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御す
るステップと、
を有し、
　前記第１の発光状態が点灯状態の光源部である点灯光源部に対応する発光領域において
、前記複数の光源部のそれぞれの発光状態が前記第１の発光状態に制御される場合に生じ
る色ムラが低減されるように、前記点灯光源部を含む２つ以上の光源部のそれぞれの前記
複数の発光素子の少なくともいずれかの発光レベルを、前記第１の発光状態に対応する発
光レベルから変更することにより、前記複数の第２の発光状態が決定される
ことを特徴とする発光装置の制御方法である。
【００１６】
　本発明の第６の態様は、上述した発光装置の制御方法の各ステップをコンピュータに実
行させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、少ない演算量で、発光面の、意図せぬ色変化、色ムラの発生、等の発
生を抑制して、発光装置の発光状態を変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本実施形態に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図２】本実施形態に係る部分画面領域と光源部の一例を示す模式図
【図３】本実施形態に係る強度分布の一例を示す模式図
【図４】本実施形態に係る変換係数の一例を示す模式図
【図５】本実施形態に係る処理の一例を説明するための模式図
【図６】本実施形態に係る処理の一例を説明するための模式図
【図７】本実施形態に係る処理の一例を説明するための模式図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態について説明する。本実施形態に係る発光装置は、発光装置か
ら発せられた光を入力画像データに基づいて透過することにより画像を表示する表示パネ
ルを備える表示装置で用いることができる。例えば、本実施形態に係る発光装置は、表示
パネルが液晶パネルである液晶表示装置のバックライトユニットとして用いることができ
る。本実施形態に係る発光装置は、液晶素子の代わりにＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒｏ　Ｅｌｅｃ
ｔｒｏ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ）シャッターを備えるＭＥＭＳシャッター
方式表示装置でも用いることができる。本実施形態に係る発光装置は、広告標識装置、標
識表示装置、等の表示装置でも用いることができる。本実施形態に係る発光装置は、街灯
、室内照明、顕微鏡照明、等の照明装置としても用いることができる。
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【００２０】
　図１は、本実施形態に係る液晶表示装置の機能構成を示すブロック図である。本実施形
態に係る液晶表示装置は、記憶媒体１０１、バックライトユニット１０２、液晶パネルユ
ニット１０３、画像取得部１０４、発光レベル決定部１０５、発光レベル変換部１０６、
バックライト制御部１０７、輝度推定部１０８、及び、画像補正部１０９を備える。
【００２１】
　記憶媒体１０１は、画像データ、液晶表示装置で使用される各種情報、等を記憶する。
記憶媒体１０１としては、半導体メモリ、磁気ディスク、光ディスク、等を用いることが
できる。記憶媒体１０１は、液晶表示装置に内蔵されていてもよいし、液晶表示装置に対
して着脱可能であってもよい。
【００２２】
　バックライトユニット１０２は、個別に発光状態（発光輝度、発光色、等）を制御可能
な複数の光源部と、複数の光源部から発せられた光を拡散して発光面から光を発する拡散
板とを備える。バックライトユニット１０２（バックライトユニット１０２の発光面）か
ら発せられた光は、液晶パネルユニット１０３（液晶パネル）の背面に照射される。
【００２３】
　各光源部は、発光色が互いに異なる複数の発光素子を備える。本実施形態では、複数の
発光素子は、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、及び、青色ＬＥＤの３つのＬＥＤ（発光ダイオー
ド）である。バックライトユニット１０２は、バックライト制御部１０７から出力された
制御信号に従って各ＬＥＤを駆動する。
【００２４】
　なお、発光素子はＬＥＤに限られない。例えば、発光素子は、発光ダイオード（ＬＥＤ
）、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）素子、レーザ光源、冷陰極
管、等であってもよい。また、発光素子の発光色は、赤色、緑色、及び、青色に限られな
い。光源部は、発光色が赤色である発光素子、発光色が緑色である発光素子、及び、発光
色が青色である発光素子の少なくともいずれかを備えていなくてもよい。光源部は、発光
色が赤色、緑色、及び、青色とは異なる発光素子を備えていてもよい。例えば、光源部は
、発光色が黄色である発光素子を備えていてもよい。
【００２５】
　複数の光源部は、バックライトユニット１０２の発光面における複数の領域（部分発光
領域）にそれぞれ対応し、液晶表示装置（液晶パネルユニット１０３）の画面における複
数の領域（部分画面領域）にそれぞれ対応する。光源部に対応する部分発光領域は、例え
ば、発光面における、当該光源部からの光が発せられる領域である。光源部に対応する部
分発光領域は、「液晶パネルユニット１０３の背面における、光源部からの光が発せられ
た光が照射される領域」とも言える。そして、光源部と、当該光源部の隣の光源部との間
で、部分発光領域の一部が重なり合う。部分画面領域は、画面の一部の領域である。
【００２６】
　図２（Ａ）は、本実施形態に係る部分画面領域を示す模式図である。図２（Ａ）に示す
ように、本実施形態では、複数の部分画面領域は、画面の全体の領域を構成する複数の分
割領域である。複数の部分画面領域は、マトリクス状に配置されている。具体的には、複
数の部分画面領域は、水平方向８個×垂直方向５個の計４０個の部分画面領域である。部
分画面領域の形状は四角形である。
【００２７】
　図２（Ｂ）は、本実施形態に係る光源部を示す模式図である。図２（Ｂ）に示すように
、本実施形態では、複数の光源部は、マトリクス状に配置されている。具体的には、複数
の光源部は、水平方向８個×垂直方向５個の計４０個の光源部である。部分画面領域と光
源部は１対１で対応する。
【００２８】
　なお、部分画面領域は分割領域に限られない。部分画面領域は他の全ての部分画面領域
から離れていてもよいし、部分画面領域の少なくとも一部が他の部分画面領域の少なくと
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も一部に重なっていてもよい。部分画面領域と光源部の対応関係は、１対１の対応関係で
なくてもよい。例えば、１つの部分画面領域に対して２つ以上の光源部が対応付けられて
いてもよい。部分画面領域の形状は四角形に限られない。例えば、部分画面領域の形状は
、円形、三角形、五角形、六角形、等であってもよい。部分画面領域の数、部分画面領域
の配置、等は特に限定されない。例えば、４０個より多くの部分画面領域が設定されてい
てもよいし、４０個より少ない部分画面領域が設定されていてもよい。複数の部分画面領
域が千鳥格子状に配置されていてもよい。同様に、光源部の数、光源部の配置、等も特に
限定されない。
【００２９】
　図３（Ａ），３（Ｂ）は、バックライトユニット１０２から発せられる光の強度分布を
示す模式図である。図３（Ａ），３（Ｂ）の縦軸は、バックライトユニット１０２から発
せられる光の強度（輝度）を示す。図３（Ａ），３（Ｂ）の横軸は、光源部の水平位置（
水平方向の位置）を示す。具体的には、図３（Ａ），３（Ｂ）の横軸は、光源部の水平番
号（列番号）を示す。図３（Ａ），３（Ｂ）には、赤色ＬＥＤから発せられる赤色光の強
度分布、緑色ＬＥＤから発せられる緑色光の強度分布、及び、青色ＬＥＤから発せられる
青色光の強度分布が示されている。
【００３０】
　図３（Ａ）は、１つの光源部のみが点灯する場合の強度分布を示す。具体的には、図３
（Ａ）は、１つの光源部が備える、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、及び、青色ＬＥＤのみが、
同じ（共通の）発光レベルで点灯し、且つ、他のＬＥＤが消灯する場合の強度分布を示す
。発光レベルは、ＬＥＤの発光輝度（発光量）に対応し、ＬＥＤは、発光レベルが高いほ
ど高い輝度で発光する。
【００３１】
　一般的に、光源部が備える複数のＬＥＤの間で、ＬＥＤの光拡散特性は異なる。光拡散
特性は、ＬＥＤからの拡散距離（発光面や画面と平行な方向における距離）と、当該ＬＥ
Ｄから発せられる光の強度との対応関係を示す特性である。即ち、光源部が備える複数の
ＬＥＤの間で、ＬＥＤから発せられる光の拡散が互いに異なる。このような拡散（光拡散
特性）の差異は、拡散板の特性、ＬＥＤの特性の差異、等によって生じる。そして、上述
した拡散により、拡散距離に依存して、色成分比率（複数のＬＥＤの間における、ＬＥＤ
から発せられる光の強度の比率）が変化する。
【００３２】
　本実施形態では、図３（Ａ）に示すように、赤色ＬＥＤの光拡散特性が、緑色ＬＥＤの
光拡散特性と等しく、青色ＬＥＤ（発光色が所定色である発光素子）の光拡散特性と異な
る。具体的には、青色ＬＥＤから発せられる光の拡散は、赤色ＬＥＤや緑色ＬＥＤから発
せられる光の拡散よりも小さい。そのため、拡散距離の増加に伴い、赤色光や緑色光の強
度に対する青色光の強度の比率が低下する。なお、赤色ＬＥＤの光拡散特性、緑色ＬＥＤ
の光拡散特性、及び、青色ＬＥＤの光拡散特性は特に限定されない。光の拡散が小さいＬ
ＥＤは青色ＬＥＤでなくてもよい。
【００３３】
　図３（Ｂ）は、全ての光源部が点灯する場合の強度分布を示す。具体的には、図３（Ｂ
）は、全てのＬＥＤが同じ発光レベル（例えば、最大の発光レベル）で点灯する場合の強
度分布を示す。バックライトユニット１０２の端部に設けられた光源部は、隣の光源部か
らの漏れ光の影響が少ないため、他の光源部よりも高い輝度で発光する。図３（Ｂ）では
、バックライトユニット１０２から発せられる光の強度分布は、各光源部から発せられた
光の強度分布の総和である。
【００３４】
　上述したように、光源部に対応する部分発光領域は、発光面における、当該光源部から
の光が発せられる領域であり、光源部と、当該光源部の隣の光源部との間で、部分発光領
域の一部が重なり合う。そして、青色ＬＥＤから発せられる光の拡散は、赤色ＬＥＤや緑
色ＬＥＤから発せられる光の拡散と異なる。そのため、図３（Ａ）と図３（Ｂ）の間で、
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光源部が点灯する部分発光領域の色（部分発光領域から発せられる光の色）の差異が生じ
る。具体的には、図３（Ａ）では、点灯する光源部に対応する部分発光領域の中心部分で
青色光の強度が赤色光や緑色光の強度よりも高く、当該部分発光領域の他の部分で青色光
の強度が赤色光や緑色光の強度よりも低く、当該部分発光領域内で色ムラが生じている。
一方で、図３（Ｂ）では、発光面内で色ムラが生じておらず、赤色光や緑色光の強度（総
和）が青色光の強度（総和）よりも高い。
【００３５】
　液晶パネルユニット１０３は、液晶パネルと制御ドライバを備える。液晶パネルは、マ
トリクス状に配置された複数の液晶素子を備える。制御ドライバは、各液晶素子を駆動す
ることにより、各液晶素子の透過率を制御する。例えば、液晶パネルは、バックライトユ
ニット１０２から発せられた光を入力画像データに基づいて透過することにより画像を表
示する。具体的には、制御ドライバが、入力画像データに基づいて各液晶素子を駆動する
ことにより、各液晶素子の透過率を制御する。その結果、バックライトユニット１０２か
ら発せられた光が、入力画像データに基づく透過率で、液晶パネルを透過する。本実施形
態では、液晶パネルは、バックライトユニット１０２から発せられた光を、画像補正部１
０９から出力された表示画像データに応じて透過する。具体的には、制御ドライバが、表
示画像データ（表示画像データの各階調値）に応じて各液晶素子を駆動する。その結果、
バックライトユニット１０２から発せられた光が、表示画像データに応じた透過率で、液
晶パネルを透過する。
【００３６】
　画像取得部１０４は、入力画像データを取得し、入力画像データを発光レベル決定部１
０５と画像補正部１０９へ出力する。画像取得部１０４は、液晶表示装置の外部から入力
画像データを取得したり、記憶媒体１０１から入力画像データを取得したりする。
【００３７】
　発光レベル決定部１０５は、複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第１の発光状態を
、所定の方法で決定し、当該複数の第１の発光状態を発光レベル変換部１０６へ通知する
。光源部の第１の発光状態は、当該光源部が備える、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、及び、青
色ＬＥＤの間で共通の発光レベルに対応する。本実施形態では、発光レベル決定部１０５
は、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、及び、青色ＬＥＤの間で共通の発光レベルを、第１の発光
状態として決定する。また、本実施形態では、発光レベル決定部１０５は、ＬＥＤの最大
の発光輝度に１．０が対応し、且つ、ＬＥＤの最小の発光輝度（消灯状態）に０．０が対
応するように正規化された値を、第１の発光状態である発光レベルとして決定する。
【００３８】
　本実施形態では、発光レベル決定部１０５は、入力画像データに基づいて複数の第１の
発光状態を決定する。具体的には、発光レベル決定部１０５は、複数の光源部のそれぞれ
について、その光源部の部分画面領域に対応する部分の入力画像データの輝度（輝度特徴
量）に応じて、第１の発光状態を決定する。本実施形態では、発光レベル決定部１０５は
、輝度特徴量として、入力画像データの輝度の最大値を用いる。また、本実施形態では、
発光レベル決定部１０５は、入力画像データの輝度（輝度特徴量）が高いほど大きい値を
、第１の発光状態（赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、及び、青色ＬＥＤの間で共通の発光レベル
）として決定する。具体的には、発光レベル決定部１０５は、入力画像データのガンマ設
定（階調特性）に従って、入力画像データの輝度に比例する値を、第１の発光状態として
決定する。例えば、入力画像データのガンマ設定がＩＴＵ　ＢＴ．７０９で規定されたガ
ンマ設定である場合には、発光レベル決定部１０５は、入力画像データの階調値を２．２
乗した値に比例する値を、第１の発光状態として決定する。
【００３９】
　なお、第１の発光状態の決定方法は、上記方法に限られない。例えば、発光レベル決定
部１０５は、輝度特徴量として、入力画像データの輝度の他の代表値（平均値、最小値、
中間値、最頻値、等）、入力画像データの輝度のヒストグラム、等を用いてもよい。発光
レベル決定部１０５は、輝度特徴量として、入力画像データの階調値の代表値、入力画像
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データの階調値のヒストグラム、等を用いてもよい。また、発光レベル決定部１０５は、
液晶表装置の使用環境（温度、周囲の明るさ、等）、入力画像データの種類（写真、イラ
スト、テキスト、動画、静止画、等）、ユーザ操作、等に応じて、各光源部の第１の発光
状態を決定してもよい。
【００４０】
　発光レベル変換部１０６は、複数の光源部にそれぞれ対応する複数の第２の発光状態を
、発光レベル決定部１０５によって決定された複数の第１の発光状態に基づいて決定する
。そして、発光レベル変換部１０６は、複数の第２の発光状態を、バックライト制御部１
０７と輝度推定部１０８へ通知する。発光レベル変換部１０６へ通知する。光源部の第２
の発光状態は、当該光源部が備える、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、及び、青色ＬＥＤにそれ
ぞれ対応する３つの発光レベルの組み合わせに対応する。光源部が備える、赤色ＬＥＤ、
緑色ＬＥＤ、及び、青色ＬＥＤの間で、第２の発光状態の発光レベルが共通する場合があ
れば、共通しない場合もある。本実施形態では、発光レベル決定部１０５は、上記３つの
発光レベルの組み合わせを、第２の発光状態として決定する。
【００４１】
　本実施形態では、発光レベル変換部１０６は、以下の条件１，２の少なくともいずれか
が満たされるように、点灯光源部を含む２つ以上の光源部のそれぞれの青色ＬＥＤの発光
レベルを、第１の発光状態に対応する発光レベルから変更する。それにより、複数の第２
の発光状態が決定される。なお、発光レベル変換部１０６は、発光レベルが第１の発光状
態に対応する発光レベルから変更されないＬＥＤについて、第１の発光状態に対応する発
光レベルを、第２の発光状態に対応する発光レベルとして決定する。
 
　条件１：点灯光源部に対応する部分発光領域の色が、複数の光源部のそれぞれの発光状
態が所定の点灯状態に制御される場合の色と略等しい（「略」は「完全」を含む）。
　条件２：点灯光源部に対応する部分発光領域において、複数の光源部のそれぞれの発光
状態が第１の発光状態に制御される場合に生じる色ムラが低減される。
 
【００４２】
　点灯光源部は、第１の発光状態が点灯状態の光源部であり、第１の発光状態である発光
レベルが０．０よりも大きい光源部である。上記２つ以上の光源部は、例えば、点灯光源
部の他に、部分発光領域の一部が点灯光源部の部分発光領域の一部に重なる光源部を含む
。部分発光領域の一部が点灯光源部の部分発光領域の一部に重なる光源部は、例えば、点
灯光源部の周辺の光源部である。以後、上記２つ以上の発光部において、点灯光源部以外
の光源部を「周辺光源部」と記載する。条件１における所定の点灯状態は特に限定されな
いが、本実施形態では、所定の点灯状態は図３（Ｂ）の点灯状態である。
【００４３】
　上述した条件１は、例えば、以下の条件１－１～１－３のいずれかである。条件１－２
において、点灯光源部に対応する部分発光領域における、点灯光源部の発光中心に対応す
る位置は、例えば、点灯光源部に対応する部分発光領域の中心位置である。条件１－３に
おいて、点灯光源部に対応する部分発光領域における、点灯光源部から発せられる光の強
度が最大の位置は、例えば、点灯光源部に対応する部分発光領域の中心位置である。
 
　条件１－１：点灯光源部に対応する部分発光領域の色分布が、複数の光源部のそれぞれ
の発光状態が所定の点灯状態に制御される場合の色分布と略等しい。
　条件１－２：点灯光源部に対応する部分発光領域における、点灯光源部の発光中心に対
応する位置の色が、複数の光源部のそれぞれの発光状態が所定の点灯状態に制御される場
合の色と略等しい。
　条件１－３：点灯光源部に対応する部分発光領域における、点灯光源部から発せられる
光の強度が最大の位置の色が、複数の光源部のそれぞれの発光状態が所定の点灯状態に制
御される場合の色と略等しい。
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【００４４】
　本実施形態では、発光レベル変換部１０６は、点灯光源部と周辺光源部のそれぞれの青
色ＬＥＤの発光レベルを、所定の変換係数を用いて、第１の発光状態に対応する発光レベ
ルから変更する。本実施形態では、４０個の光源部に対して、それぞれ、１～４０番の４
０個の番号が割り当てられている。そして、発光レベル変換部１０６は、以下の式１～３
を用いて、第２の発光状態に対応する発光レベルを決定（算出）する。
【数１】

【００４５】
　式１～３において、「Ｉ（ｉ）」は、光源部ｉ（番号ｉの光源部）の、第１の発光状態
に対応する発光レベルであり、「Ｉ（ｊ）」は、光源部ｊの、第１の発光状態に対応する
発光レベルである。「Ｏｒ（ｊ）」は、光源部ｊが備える赤色ＬＥＤの、第２の発光状態
に対応する発光レベルである。「Ｏｇ（ｊ）」は、光源部ｊが備える緑色ＬＥＤの、第２
の発光状態に対応する発光レベルである。「Ｏｂ（ｊ）」は、光源部ｊが備える青色ＬＥ
Ｄの、第２の発光状態に対応する発光レベルである。「ｋｂ（ｊ，ｉ）」は、発光レベル
Ｉ（ｉ）を発光レベルＯｂ（ｊ）に変換するための変換係数であり、番号ｉ，ｊに対応す
る。
【００４６】
　なお、発光レベル変換部１０６は、全ての光源部が選択されるように式３の変数ｉを変
更してもよい。発光レベル変換部１０６は、点灯光源部と周辺光源部のみが選択されるよ
うに変数ｉを変更してもよい。即ち、発光レベル変換部１０６は、変換係数がゼロである
光源部が選択されないように変数ｉを変更してもよい。また、第２の発光状態の決定方法
は、上記方法に限られない。例えば、発光レベル変換部１０６は、赤色ＬＥＤや緑色ＬＥ
Ｄの発光レベルを、第１の発光状態に対応する発光レベルから変更してもよいし、青色Ｌ
ＥＤの発光レベルを、第１の発光状態に対応する発光レベルから変更しなくてもよい。具
体的には、発光レベル変換部１０６は、式１，２の代わりに以下の式４，５を用いてもよ
い。式４の「ｋｒ（ｊ，ｉ）」は、発光レベルＩ（ｉ）を発光レベルＯｒ（ｊ）に変換す
るための変換係数であり、番号ｉ，ｊに対応する。式５の「ｋｇ（ｊ，ｉ）」は、発光レ
ベルＩ（ｉ）を発光レベルＯｇ（ｊ）に変換するための変換係数であり、番号ｉ，ｊに対
応する。変換係数ｋｒ（ｊ，ｉ），ｋｇ（ｊ，ｉ）は、変換係数ｋｂ（ｊ，ｉ）と異なる
。
【数２】

【００４７】
　バックライト制御部１０７は、発光レベル変換部１０６によって決定された複数の第２
の発光状態に応じて、複数の光源部のそれぞれの発光状態を制御する。具体的には、バッ
クライト制御部１０７は、複数のＬＥＤのそれぞれについて、そのＬＥＤの、第２の発光
状態に対応する発光レベルに応じて、当該ＬＥＤの制御信号を生成する。そして、バック
ライト制御部１０７は、各ＬＥＤの制御信号をバックライトユニット１０２へ出力する。
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それにより、各ＬＥＤが、バックライト制御部１０７から出力された制御信号に従って駆
動される。その結果、各ＬＥＤは、第２の発光状態に対応する発光レベルに応じた輝度で
発光する。ＬＥＤの発光輝度の制御として、ＬＥＤに供給する駆動信号のパルス幅を制御
するＰＷＭ制御、駆動信号の波高値を制御するＰＡＭ制御、それらの組み合わせ、等があ
る。制御信号は、例えば、駆動信号のパルス幅、駆動信号の波高値、等を示す信号である
。
【００４８】
　輝度推定部１０８は、発光レベル変換部１０６によって決定された複数の第２の発光状
態に基づいて照射輝度分布（照射輝度の分布）を推定し、照射輝度分布を画像補正部１０
９へ通知する。照射輝度は、バックライトユニット１０２から発せられて、液晶パネルユ
ニット１０３の背面に照射される光の輝度である。輝度推定部１０８は、複数の光源部の
それぞれの発光状態が第２の発光状態に制御される場合の照射輝度分布を推定する。
【００４９】
　本実施形態では、輝度推定部１０８は、各ＬＥＤが単独点灯する場合の照射輝度分布に
関する分布情報を記憶媒体１０１から読み出す。ＬＥＤの単独点灯では、当該ＬＥＤのみ
が点灯し、他のＬＥＤは消灯する。そして、輝度推定部１０８は、分布情報と、複数の第
２の発光状態とに基づいて、複数の光源部のそれぞれの発光状態が第２の発光状態に制御
される場合の照射輝度分布を推定する。具体的には、ＬＥＤの分布情報は、液晶パネルユ
ニット１０３の各液晶素子（当該ＬＥＤの発光色に対応する液晶素子）について照射輝度
を示す。輝度推定部１０８は、各ＬＥＤについて、第２の発光状態に対応する発光レベル
を分布情報の各照射輝度に乗算する。それにより、各ＬＥＤについて、そのＬＥＤが第２
の発光状態に対応する発光レベルで単独点灯する場合の照射輝度分布（部分分布）が推定
される。そして、輝度推定部１０８は、複数の部分分布の総和を、複数の光源部のそれぞ
れの発光状態が第２の発光状態に制御される場合の照射輝度分布として推定する。
【００５０】
　なお、照射輝度分布の推定方法は、上記方法に限られない。例えば、分布情報は、一部
の液晶素子について照射輝度を示す情報であってもよい。この場合には、例えば、輝度推
定部１０８は、一部の液晶素子の照射輝度を用いた補間処理により、他の液晶素子の照射
輝度を推定する。
【００５１】
　画像補正部１０９は、発光レベル変換部１０６によって決定された複数の第２の発光状
態に基づいて入力画像データを補正することにより、表示画像データを生成する。そして
、画像補正部１０９は、表示画像データを液晶パネルユニット１０３へ出力する。本実施
形態では、各光源部の発光状態が個別に制御される。そのため、同じ階調値であっても、
各光源部の発光状態に依存して、表示輝度（画面の輝度）が変化する。画像補正部１０９
は、このような表示輝度の変化が抑制されるように、入力画像データを補正する。本実施
形態では、画像補正部１０９は、輝度推定部１０８によって推定された照射輝度分布（複
数の光源部のそれぞれの発光状態が第２の発光状態に制御される場合の照射輝度分布）に
基づいて、入力画像データを補正する。具体的には、画像補正部１０９は、以下の式６を
用いて、表示画像データの階調値Ｇを算出する。式６において、「Ｆ」は、入力画像デー
タの階調値である。「Ｌ」は、発光レベル変換部１０６によって決定された照射輝度であ
る。そして、「Ｌｐ」は、複数の光源部のそれぞれの発光状態が所定の点灯状態（図３（
Ｂ）の点灯状態）に制御される場合の照射輝度である。なお、上述した表示輝度の変化が
抑制されれば、入力画像データの補正方法は特に限定されない。
 
　Ｇ＝Ｆ×Ｌｐ／Ｌ　・・・（式６）
 
【００５２】
　発光レベル変換部１０６の処理について詳細に説明する。図４は、変換係数ｋｂ（ｊ，
ｉ）を示す模式図である。本実施形態では、図４の変換係数ｋｂ（ｊ，ｉ）を示すテーブ
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ルデータが予め用意されている。テーブルデータの代わりに、変換係数ｋｂ（ｊ，ｉ）を
示す関数などが予め用意されていてもよい。図４のテーブルデータでは、番号ｉ，ｊとし
て、光源部の水平位置（列番号）が用いられている。
【００５３】
　図４では、番号ｉ＝ｊ－１，ｊ，ｊ＋１に対応する変換係数ｋｂ（ｊ，ｉ）がゼロより
も大きく、他の番号ｉに対応する変換係数ｋｂ（ｊ，ｉ）がゼロである。そのため、光源
部ｊが点灯光源部である場合には、点灯光源部ｊの隣に配置されている光源部ｉが周辺光
源部として用いられる。具体的には、水平方向において点灯光源部ｊの隣に配置されてい
る光源部ｉが周辺光源部として用いられる。なお、周辺光源部は、点灯光源部の隣に配置
されている光源部に限られない。例えば、点灯光源部からｎ個（ｎは２以上の整数）先ま
での複数の光源部が周辺光源部として用いられてもよい。
【００５４】
　図４のテーブルデータでは、１つの番号ｊに対応する８つの変換係数ｋｂ（ｊ，ｉ）の
総和が１となるように、変換係数ｋｂ（ｊ，ｉ）が定められている。そのため、図４のテ
ーブルデータを用いた式３の演算により、点灯光源部と周辺光源部が青色ＬＥＤの発光レ
ベルの変化を補い合うように、点灯光源部と周辺光源部のそれぞれの青色ＬＥＤの発光レ
ベルが、第１の発光状態に対応する発光レベルから変更される。
【００５５】
　具体的には、番号ｊと番号ｉ＝ｊとに対応する変換係数ｋｂ（ｊ，ｉ）が１よりも小さ
いため、点灯光源部の青色ＬＥＤの発光レベルが、第１の発光状態に対応する発光レベル
から低減される。そして、点灯光源部の青色ＬＥＤの発光レベルの低下を補うように、周
辺光源部の青色ＬＥＤの発光レベルが、第１の発光状態に対応する発光レベルから高めら
れる。即ち、図４のテーブルデータを用いた式３の演算により、複数の光源部の間におけ
る青色ＬＥＤから発せられる光の強度分布を調整するフィルタ処理（所定のフィルタ処理
）が実現される。
【００５６】
　上述したように、本実施形態では、青色ＬＥＤから発せられる光の拡散は、赤色ＬＥＤ
や緑色ＬＥＤから発せられる光の拡散よりも小さい。１つの光源部のみが点灯する場合に
は、図３（Ａ）に示すように、点灯する光源部に対応する部分発光領域の中心部分で青色
光の強度が赤色光や緑色光の強度よりも高く、当該部分発光領域の他の部分で青色光の強
度が赤色光や緑色光の強度よりも低い。そして、全ての光源部が点灯する場合には、図３
（Ｂ）に示すように、赤色光や緑色光の強度（総和）が青色光の強度（総和）よりも高い
。
【００５７】
　そのため、点灯光源部の青色ＬＥＤの発光レベルを低減し、且つ、周辺光源部の青色Ｌ
ＥＤの発光レベルを高める上記方法により、条件１や条件２を満たすことができる。具体
的には、点灯光源部の青色ＬＥＤの発光レベルを低減することにより、点灯光源部に対応
する部分発光領域の中心部分の色を、図３（Ｂ）の色に近づけることができる。しかし、
これだけでは、点灯光源部に対応する部分発光領域の他の部分の色が、図３（Ｂ）の色か
ら遠ざかってしまう。本実施形態では、周辺光源部の青色ＬＥＤの発光レベルを高めるこ
とにより、点灯光源部に対応する部分発光領域の上記他の部分の色も、図３（Ｂ）の色に
近づけることができる。その結果、条件１や条件２を満たすことができ、発光面や表示画
像（画面に表示された画像）における、意図せぬ色変化、意図せぬ色ムラ、等の発生を抑
制することができる。なお、点灯光源部の赤色ＬＥＤ及び緑色ＬＥＤの発光レベルを高め
、周辺光源部の赤色ＬＥＤ及び緑色ＬＥＤの発光レベルを低減しても、同様の効果が期待
できる。
【００５８】
　図４のテーブルデータが用いられた場合には、水平方向に並んだ複数の光源部を考慮し
て、当該複数の光源部のそれぞれの第２の発光状態が決定される。そのため、水平方向に
おける意図せぬ色ムラの発生を抑制することができる。垂直方向に並んだ複数の光源部を
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考慮して、当該複数の光源部のそれぞれの第２の発光状態が決定されてもよい。それによ
り、垂直方向における意図せぬ色ムラの発生を抑制することができる。また、水平方向に
並んだ複数の光源部と、垂直方向に並んだ複数の光源部との両方を考慮して、各光源部の
第２の発光状態が決定されてもよい。それにより、水平方向における意図せぬ色ムラを発
生と、垂直方向における意図せぬ色ムラを発生との両方を抑制することができる。
【００５９】
　図５（Ａ）～５（Ｄ），６（Ａ）～６（Ｄ），７（Ａ）～７（Ｄ）を用いて、発光レベ
ル変換部１０６の処理の具体例について説明する。図５（Ａ），６（Ａ），７（Ａ）は、
第１の発光状態に対応する発光レベルを示す。図５（Ｂ），６（Ｂ），７（Ｂ）は、複数
の光源部のそれぞれの発光状態が第１の発光状態に制御される場合の、バックライトユニ
ット１０２から発せられる光の強度分布を示す。図５（Ｃ），６（Ｃ），７（Ｃ）は、第
２の発光状態に対応する発光レベルを示す。図５（Ｄ），６（Ｄ），７（Ｄ）は、複数の
光源部のそれぞれの発光状態が第２の発光状態に制御される場合の、バックライトユニッ
ト１０２から発せられる光の強度分布を示す。図５（Ｂ），６（Ｂ），７（Ｂ），５（Ｄ
），６（Ｄ），７（Ｄ）において、青色比率は、赤色光の強度と緑色光の強度の和に対す
る青色光の強度の比率である。青色比率が発光面内で均一であることは、発光面内で色ム
ラが略発生していないことを意味する。
【００６０】
　図５（Ａ）では、全ての光源部において、第１の発光状態に対応する発光レベルが１．
０である。光源部が備える、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、及び、青色ＬＥＤの全ての発光レ
ベルが１．０である点灯状態は、所定の点灯状態（図３（Ｂ）の点灯状態）に対応する。
そのため、複数の光源部のそれぞれの発光状態が図５（Ａ）第１の発光状態に制御される
場合には、バックライトユニット１０２から発せられる光の強度分布は、図５（Ｂ）の強
度分布となる。
【００６１】
　この場合には、式１～３の演算により、第２の発光状態に対応する発光レベルとして、
図５（Ｃ）の発光レベルが得られる。図５（Ｃ）でも、全てのＬＥＤにおいて、第１の発
光状態に対応する発光レベルが１．０である。即ち、全てのＬＥＤについて、第２の発光
状態に対応する発光レベルとして、図５（Ａ）の発光レベルと同じ発光レベルが得られる
。そのため、複数の光源部のそれぞれの発光状態が図５（Ｃ）の第２の発光状態に制御さ
れる場合には、バックライトユニット１０２から発せられる光の強度分布は、図５（Ｂ）
の強度分布と等しい図５（Ｄ）の強度分布となる。図５（Ｂ），５（Ｄ）において青色比
率は、発光面内で均一であり、約０．５である。そのため、青色比率が約０．５であるこ
とは、発光面の色が所定の点灯状態（図３（Ｂ）の点灯状態）に対応する色と略等しいこ
とを意味する。
【００６２】
　図６（Ａ）では、番号４の光源部において、第１の発光状態に対応する発光レベルが１
．０であり、番号１，２，３，５，６，７，８の光源部において、第１の発光状態に対応
する発光レベルが０．０である。そのため、番号４の光源部が点灯光源部である。そして
、複数の光源部のそれぞれの発光状態が図６（Ａ）の第１の発光状態に制御される場合に
は、バックライトユニット１０２から発せられる光の強度分布は、図６（Ｂ）の強度分布
となる。図６（Ｂ）から、番号４の点灯光源部に対応する部分発光領域において、青色比
率が均一でなく、青色比率が約０．５でない位置が存在することがわかる。
【００６３】
　この場合には、式１～３の演算により、第２の発光状態に対応する発光レベルとして、
図６（Ｃ）の発光レベルが得られる。図６（Ｃ）から、番号４の点灯光源部が備える青色
ＬＥＤの発光レベルが１．０から低減されていることがわかる。具体的には、図４のテー
ブルデータの変換係数ｋｂ（４，４）が０．８６であるため、番号４の点灯光源部が備え
る青色ＬＥＤの発光レベルが０．８６に低減されている。そして、図６（Ｃ）から、番号
３，５の光源部（番号４の点灯光源部の周辺光源部）が備える青色ＬＥＤの発光レベルが
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０．０から高められていることもわかる。具体的には、変換係数ｋｂ（４，３），ｋｂ（
４，５）が０．０７であるため、番号３，５の周辺光源部が備える青色ＬＥＤの発光レベ
ルが０．０７に高められている。
【００６４】
　そして、複数の光源部のそれぞれの発光状態が図６（Ｃ）の第２の発光状態に制御され
る場合には、バックライトユニット１０２から発せられる光の強度分布は、図６（Ｄ）の
強度分布となる。図６（Ｄ）から、番号４の点灯光源部に対応する部分発光領域において
、青色比率が略均一であり、青色比率が約０．５であることがわかる。即ち、条件１，２
が満たされていることがわかる。
【００６５】
　図７（Ａ）では、番号５，６，７，８の光源部において、第１の発光状態に対応する発
光レベルが１．０であり、番号１，２，３，４の光源部において、第１の発光状態に対応
する発光レベルが０．０である。そのため、番号５，６，７，８の光源部が点灯光源部で
ある。そして、複数の光源部のそれぞれの発光状態が図７（Ａ）の第１の発光状態に制御
される場合には、バックライトユニット１０２から発せられる光の強度分布は、図７（Ｂ
）の強度分布となる。図７（Ｂ）から、番号５の点灯光源部に対応する部分発光領域にお
いて、青色比率が均一でなく、青色比率が約０．５でない位置が存在することがわかる。
【００６６】
　この場合には、式１～３の演算により、第２の発光状態に対応する発光レベルとして、
図７（Ｃ）の発光レベルが得られる。図７（Ｃ）から、番号５の点灯光源部が備える青色
ＬＥＤの発光レベルが１．０から低減されていることがわかる。具体的には、図４のテー
ブルデータの変換係数ｋｂ（５，５）が０．８６であるため、番号５の点灯光源部が備え
る青色ＬＥＤの発光レベルが０．８６に低減されている。そして、図７（Ｃ）から、番号
４の光源部（番号５の点灯光源部の周辺光源部）が備える青色ＬＥＤの発光レベルが０．
０から高められていることもわかる。具体的には、変換係数ｋｂ（５，４）が０．０７で
あるため、番号４の周辺光源部が備える青色ＬＥＤの発光レベルが０．０７に高められて
いる。なお、番号６の光源部も、番号５の点灯光源部の周辺光源部である。そして、変換
係数ｋｂ（５，６）は０．０７である。しかしながら、番号６の周辺光源部が備える青色
ＬＥＤの発光レベルは１．０（上限）であるため、番号６の周辺光源部が備える青色ＬＥ
Ｄの発光レベルは１．０から高められない。
【００６７】
　そして、複数の光源部のそれぞれの発光状態が図７（Ｃ）の第２の発光状態に制御され
る場合には、バックライトユニット１０２から発せられる光の強度分布は、図７（Ｄ）の
強度分布となる。図７（Ｄ）から、番号５の点灯光源部に対応する部分発光領域において
、青色比率が略均一であり、青色比率が約０．５であることがわかる。即ち、条件１，２
が満たされていることがわかる。
【００６８】
　具体例として、代表的な３つのパターンを示したが、上述のようにどのパターンでも演
算は同じであり、他のパターンにおいても、同様の演算により、同様の効果が得られる。
変更後の発光レベルが発光レベルの上限を超える場合には、発光レベルは上限に制限され
、変更後の発光レベルが発光レベルの下限を下回る場合には、発光レベルは下限に制限さ
れる。
【００６９】
　以上述べたように、本実施形態によれば、意図せぬ色変化、意図せぬ色ムラ、等の発生
を抑制して、発光装置の発光状態を変更することができる。また、本実施形態によれば、
２つ以上の光源部の発光レベルが一度に調整されるため、発光レベルの調整が各光源部に
ついて個別に行われる場合に比べ少ない演算量で上記効果を得ることができる。さらに、
本実施形態によれば、互いに大きく離れた光源部間の変換係数がゼロに固定されるため、
光源部の数Ｎ（Ｎは２以上の整数）が増加した場合に、演算量Ｏは、数Ｎ２でなく数Ｎに
比例して増加する。そのため、光源部の数の増加による演算量の増加を抑制することもで
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【００７０】
　上述した実施形態の各機能部は、個別のハードウェアであってもよいし、そうでなくて
もよい。２つ以上の機能部の機能が、共通のハードウェアによって実現されてもよい。１
つの機能部の複数の機能のそれぞれが、個別のハードウェアによって実現されてもよい。
１つの機能部の２つ以上の機能が、共通のハードウェアによって実現されてもよい。また
、各機能部は、ハードウェアによって実現されてもよいし、そうでなくてもよい。例えば
、装置が、プロセッサと、制御プログラムが格納されたメモリとを有していてもよい。そ
して、装置が有する少なくとも一部の機能部の機能が、プロセッサがメモリから制御プロ
グラムを読み出して実行することにより実現されてもよい。
【００７１】
　上述した実施形態はあくまで一例であり、本発明の要旨の範囲内で当該実施形態の構成
を適宜変形したり変更したりすることにより得られる構成も、本発明に含まれる。
【００７２】
　＜その他の実施形態＞
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また
、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００７３】
　１０２：バックライトユニット　１０３：液晶パネルユニット
　１０５：発光レベル決定部　１０６：発光レベル変換部
　１０７：バックライト制御部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(20) JP 2018-194567 A 2018.12.6

【図７】
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